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100 歳敬老祝　菅野 けさのさん

算数チャレンジ大会＆数学オリンピック 2026

　7 月 22 日、中央公民館において、「算数チャ

レンジ大会＆数学オリンピック 2026」 が開催

されました。

　算数チャレンジ大会は町内の小学 5 ・ 6 年生

57 名、 数学オリンピックは町内の中学 1 ・ 2

年生 39 名が参加しました。

　小中学生とも、 個人問題とチーム問題の部の

3 部構成となっており、 チーム問題では、 ３人

1 組で問題を解き解答の得点で競い合います。

　参加者たちは、 みんなで協力しながら難問に

挑戦していました。

　7 月 16 日、 菅野 けさのさんへ町から敬老

の意を表してお祝いと褒状が贈られました。

　けさのさんは、 若いころは縫物が趣味で、

着物や布団、 半
は ん て ん

纏などを作っており、 娘さん

が夏祭りや同窓会へ行くときは、 着付けもし

ていたと伺いました。

　また、 グループホームでは、 進んで食材切

りなどの手伝いを行い、 いつも笑顔で穏やか

に過ごされ、周囲を和ませてくれるそうです。 　　

　温かな笑顔が素敵なけさのさん、 これから

もお身体を大切に元気でお過ごしください。

金ケ瀬小学校　人権教室

　7 月 16 日、 大河原町人権擁護委員による人

権教室が金ケ瀬小学校 4 年生を対象に開催され

ました。

　まず、 人権擁護委員から 「人権」 とは何かと

いう説明があり、唯一無二の自分の存在、そして、

お友達など周りの人の存在を大切にすることが

人権の基本であることを学びました。

　その後、 人権啓発 DVD 「プレゼント」 を視聴

した児童は、 お話の内容をもとに、 いじめにつ

いて自分の考えを積極的に発表していました。

　最後に 「種をまこう」 の詩をみんなで元気に

朗読し、 人権についての理解を深めました。

まちのわだい  tow n topicstow n topics　 まちのわだい  

中学生 『まちづくり夢 ・ 未来会議』

▲ 左から齋町長、菅野けさのさん、齋藤さち子さん（長女）

　7 月 31 日、中央公民館において、大河原町をより魅力的で住みよい町にしていこうとする心を育て、
まちづくりへの関心を深めさせることを目的とした 「まちづくり夢 ・ 未来会議」 が開催されました。

　大河原中学校と金ケ瀬中学校の代表生徒 23 名が 4 つのグループに分かれ、 『スポーツと健康のま
ちづくりをどうすすめていくのか』 をテーマにワークショップを行い、 まちづくりへの提案について発表

しました。

・ プールと屋内外のスポーツができる屋内パークをつくる。

・ 年に 4 回、 春夏限定で朝ジョギングを行う企画をする。

・ 屋内パークの運動時間やジョギングの歩数分でポイントを貯めるこ

　とができるアプリを作り、 貯まったポイントはランキング発表を行

　い、 景品を贈呈する。

Ａ班

・ 利用するとポイントが貯まるスポーツ施設をつくる。

・ 施設で各世代に合わせたスポーツができる施設にすることで、 学

　生たちが気軽に遊びに来ることができ、 こどもがいるかたも天候

　に関係なくスポーツをすることができる。

・ 貯まったポイントは、 商品券対応のお店で使用することができる。

Ｂ班

・ ランニングコースやはねっこアリーナ、 河川敷、 公園などにＱＲコー

　ドの看板を設置し、 活動の内容によってポイントを受け取ることが

　できるアプリをつくる。

・ 2 か月ごとにスポーツイベントを開催し、 優勝 ・ 準優勝チームに大

　きなポイントが入り、 商品券などに使用することができる。

Ｃ班

・ おおがわら桜ラインを中心とした大河原のおすすめスポットを巡る

　サイクリングイベントを開催する。 参加するとポイントが貯まり、 商

　品券と交換できる。

・ 屋内でできる 『ＳＡＳＵＫＥ』 をつくる。 誰でもできるような簡単な

　コースや難しいコースをつくり、 運動が得意なかたや苦手なかたも

　挑戦できる。

Ｄ班

桜保育所　とうもろこし収穫体験

　7 月 24 日、 桜保育所 5 歳児 26 名が認定新

規就農者の吉野　和紀さん ( かず農園 ) の畑で

とうもろこしの収穫体験を行いました。

　この体験は、普段食べているものがどのよう

に作られているかを知り、 自ら収穫することで食

への興味関心につなげる食育活動として行いま

した。

　収穫する際には吉野さんからアドバイスを受

け、 大きなとうもろこしを収穫しました。

　その後、 保育所で皮をむき、 おやつとして美

味しくいただきました。

5


